
当日投票所での時間別投票者数集計について

資料７



【投票時間中（７時～19時）】

男女別の「当日投票システムでの投票者数」「点字投票者数」「棄権者数」を記録する。（投票所へ時間ごとの集計・突合作業は指示

していない）

なお、一部の投票所では、自主的に「当日投票システムでの投票者数」や「用紙交付機カウンター数」などを確認し、毎時間、投票者

数の突合作業をしている。

【投票所閉鎖後（20時）】

投票所閉鎖後、当日投票システムでの投票者数や投票用紙交付機カウンター数、点字投票者数累計などをもとに、「投票者数（投票

した者の総数）」を算出する。

投票所が受領した投票用紙枚数や投票用紙残枚数、棄権者数累計もとに、「投票数（投票箱内の票の総数）」を算出する。

⇒「投票者数」と「投票数」を突合する。

現 状

１．当日投票所での投票者数記録・集計の現状



【投票者数算出の不確実さ】

投票者数は、主に「当日投票システムでの投票者数」 と「投票用紙交付機カウンター数」の2つをもとに算出している。

しかし、名簿対照係で受付漏れが発生した場合や投票用紙を貰わず退所する選挙人がいた場合、「当日投票システムでの投票者

数」 や「投票用紙交付機カウンター数」 が誤った数値となり、実態に即した投票者数が算出できない可能性がある。

【投票者数と投票数の不一致の原因特定が難しい】

現在の運用では投票所閉鎖後（20時）のみ突合作業をする様式となっている。（一部投票所では毎時間実施）

そのため、集計時に投票者数と投票数の不一致が発覚しても、原因（どの時間帯・どの選挙人・どういった理由で）を特定すること

が難しく、正しいリカバリーが行えない。

【集計に関する決裁機能がない】

現在の運用では、投票者数の集計及び投票速報入力、投票録の記載を庶務係長が担っている。

投票者数に関する全ての業務をひとりの担当が行う体制では、計算ミスや記入ミスなどにより、投票者数と投票数の不一致が発

生する危険性がある。

問 題 点

２．現状の問題点



当日投票所において、毎時間、

【当日投票システムでの投票者数】【投票用紙交付機カウンター数から算出する投票数】【入場整理券回収枚数】

の３点を用いた時間別投票者数集計・突合作業を実施し、複数人で集計・突合の整合性チェックを行う。

改 善 策

３．時間別投票者数集計の実施について

正しい

投票者数

当日投票システム
投票者数

投票用紙交付機
カウンター数から
算出する投票数

入場整理券
回収枚数



４．具体的な集計方法及び投票録への反映

投票時間中（７時～19時）

当日投票システム画面左下の

投票者数を転記

投票用紙交付機カウンター

数を転記

時間別の入場整理券

回収枚数を記入

時間別の点字投票者数

と棄権者数を記録

【時間別投票者数】

→同時刻の当日投票システムでの投票者

 数累計から1時間前の同数値を引いて

 算出

 F●＝同時刻A★－1時間前A★

【投票数累計】

→投票用紙交付機カウンター数に点字投

 票者数累計を足し、棄権者数累計を引

 いて算出

９時00分 現在の投票率

216 / 4561（ 4.7）

141 / 4321（ 3.2）

357 / 8882（ 4.0）

投票者数累計（A★）と投票数累計（G★）を突合する。（当日投票システムで

の投票者数と投票用紙交付機カウンター数から算出する投票数の突合）

時間別入場整理券回収枚数（C●）と時間別棄権者数（E●）＋時間別投票者

数（F●）を突合する。（入場整理券回収枚数と当日投票システムでの投票者

数の突合）

⇒事務長と庶務係長が確認して押印

＜集計作業＞

＜突合作業＞



４．具体的な集計方法及び投票録への反映

投票所閉鎖後（20時）

投票者数累計（A★）と投票数累計（G★）と票数計算結果（H★）を突合する。（当日投票システムでの投票者数と投票用紙交付機カウンター数から算出する投票数と残票

から算出する投票数の突合）

時間別入場整理券回収枚数（C●）と時間別棄権者数（E●）＋時間別投票者数（F●）を突合する。（入場整理券回収枚数と当日投票システムでの投票者数の突合）

⇒事務長と庶務係長が確認して押印

＜集計作業＞

＜突合作業＞

最後の選挙人が投票した後、投票時間中

（7時から19時）と同様に集計する。

投票所が受領した投票用紙の枚数や投票

用紙残枚数、棄権者数累計をもとに、票数

計算結果（残票から算出する投票数）を算

出する。



４．具体的な集計方法及び投票録への反映

投票所閉鎖後（20時）

＜投票録作成及び投票速報報告＞

時間別投票者数集計表の

【投票者数累計（20時時点）】【点字による投票者数累計】【当日有権者数（20時時点）】

を投票録に転記する。

投票録に転記した数値を投票速報システムに相違なく入力・報告する。



【正確な投票者数の算出】

時間別での集計・突合や複数人での整合性チェックにより、集計精度が高まり、正確な投票者数を算出することが可能となる。

【投票者数と投票数の不一致の原因特定】

時間ごとに集計することで、名対漏れ等による数値のズレに気が付きやすくなり、正しくリカバリーできる可能性が高まる。

効 果

５．時間別投票者数集計による効果
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